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＜考察＞

　今回の研修では、ユニットケアへの取り組みを行なっている施設が多く見られ様々なメリッ

トやデメリットを学ぶことができた。南山苑で一昨年度よりＡ・Ｂグループに分けてユニット

ケアを意識して取り組んで行こうと試行錯誤しているが、夜勤帯ではグループケアが重視して

行なわれているが、日勤帯においては食事介助や入浴介助が加わり担当のグループだけを見る

ケアがなかなか継続して行なわれていない状態であった。又、ユニットケアに向けて環境整備

や勤務配置の見直しなど深く考えるまで至っていなく足踏みをしている状態であった為、ユニ

ットケアに関する演題はとても興味深いものであった。

ユニットケアの演題は４つあり、２つの施設が多床室・大ホールから全室個室のユニットケ

アへ増改築を行い移行していた。全室個室にすることで利用者にとっては他入所者を気にする

ことなく自分の生活を確保できた事や暴力行為・暴言・不潔行為など精神症状が不安定な方や

行動障害がある方は自分の生活リズムを取り戻すことで徐々に落ち着いてきた事例があった。

その反面、死角が増え事故の増加に繋がったりと言う報告もあった。

　今回の研修に参加したことで感じたのは、ユニットケアのメリットは明らかであり、できる

限り早く実施していきたいと思った。その為に自分たちが考えるケアの方向性を見つめなおし

何から取り組むべきなのかを明確にして進めていかなければならない

＜研修要旨＞

1、 ユニット導入により見えてきたもの

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ユニット型介護老人保健施設　　青照苑

· はじめに

平成１９年４月より当苑は従来の多床室から全個室のユニットケアに移行したことによ

り、大きな転換期を迎えることになった。

これに伴い「ユニットケアを知る」という観点からユニットケアがもたらす入所者の生

活の変化・家族の関わり方・職員勤務体制の変化について調査を実施した。

結果、従来の多床室ケアとユニットケア導入後の変化について報告する。

行動観察調査

1 入所者の生活の変化

· 日常生活の変化（居室滞在の割合）

· 共同生活室での過ごし方

2 家族との関わり方

3 職員の勤務体制の変化

アンケート調査

1 期待と不安

2 入所者に対してのケアのあり方

· 考察

従来の多床室と異なり、ユニット型は個室であることから職員による目配り・気配りの

必要性が高くなった反面、入所者との距離は近くなり「住んでよかった」「また住みたい」

という声が聞こえてくるようになった。

ユニット型導入により入所者に対して癒しの空間を提供できたことは大きな成果だと考え

る。

２、ユニットケアの実践　　～あなたらしさが見えてきた～

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　寿幸園

· はじめに

従来の集団処遇から、新型特養に移行し２年。私たちは「その人らしさを大切に、安心して

生活できる、あたたかいケアを提供します」を基本理念に職員が日々、利用者との日常生活

を手探りで作り上げています。ユニットケアを通じて、それぞれの利用者の意向と自己決定

を最大限に尊重したケアを目指し、取り組んできた実績を報告します。

＜事例１＞

７８歳、女性、介護度４、Ｂ－２、Ⅱａ、発語は不明瞭だが軟調の為、筆談での意思疎通可

能。

既住暦　うっ血性心不全、心房細動、廃用性症候群

介護度５、日常生活全面介助必要という入所当初のも本人の状態から、このままベット中心

の生活を送っていくと考えられたが、自己決定する生活を通じて、自分らしさを取り戻した

事例。

＜事例２＞

７９歳、女性、介護度４、Ｂ－２、Ⅲｂ

既住暦　脳出血、左半身麻痺、Ｃ型肝炎、脳血管性認知症

脳出血発症後、暴力・暴言、不潔行為などの行動障害が現れ、在宅での介護は困難との事で

施設入所となるが、自分の生活リズムを取り戻し、行動障害が落ち着いてきた事例。

































































































